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1. はじめに 
2 次元構造の特徴抽出は地形図の尾根や画像のエッジ

抽出のようなコンピュータインテリジェンスで最も重要

な主題の一つである．本論文は特徴抽出に有効である 2

次元曲面のデータ構造を扱う． 

スキャナーのような人工的装置を通して生成される画

像は，しばしば，初めに多重解像度のラスターデータと

して扱われ,続いて不均一型矩形分割によって表現され

る(例えば[1]参照)．従って，特徴抽出を含む画像処理

や画像の変形は，しばしばラスターデータ上で実行され

る．文献[2][3][4]では，罫線指向型処理のための不均一

型矩形分割の 8 次格子グラフ表現を提案した．しかし尾

根線抽出は，これらの研究では効果的に実行されていな

い．一方で,特徴抽出やレンダリングは三角形分割では

効果的に実行されると思われる． 

従って,不均一型矩形分割から三角形分割への効率的

な変換は重要である． 

そこで,本論文では不均一型矩形分割の 8 次格子グラ

フ表現から効率的に三角形分割に変換する手法の提案を

目的とする．目標達成のため，三角形分割の効果的なデ

ータフォーマット(H12 コードと呼ぶ)を提案し,続いて

それを用いた応用システムの概要について述べる． 

2. 不均一型矩形分割と三角形分割化 
2.1  不均一型矩形分割とその 8 次格子グラフモデル 

octgrids[2][3]と呼ばれる矩形分割の 8 次格子グラフモ

デルについて図示する． 

 
図1 不均一な矩形分割(左)と対応する octgrid(右) 

 

 

 

 

 

 
  

 2.2  矩形分割表現と三角形分割表現 

ここでは,矩形分割表現と三角形分割表現の関係を図示

する． 

 
図 2 システムの全体図 

 

3. 三角形分割表現 
以下の図のように, 8 次格子グラフを使ってモデル化

された矩形分割を三角形分割によって表現することを考

える． 

注．本論文では矩形分割を対象とするため三角形の法

線ベクトルは考えない．  

 

 
図 3 不均一な矩形分割(左上)，対応する octgrid(右上)，

対応する三角形分割(左下)と対応する H12 コードリスト

の概念図（右下）（左下と右下の図では周辺セル関連の

リンクを除く） 
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矩形分割の各々のセルは H12 コードリストで複数のレ

コードによって表現される．以下の図で一つのセルに対

応するレコードの周囲のリンクの概要を図示する．我々

はレコード内のフィールドの数を抑えなければならない

ため,四角のダミーノードを必要とする． 

 

 
図 4 図 3（左上）の矩形分割内の 1 つのセル C に対応

する，octgrid 内の一つの頂点 vcに対応する H12 コードリ

ストの概念図（周辺とのリンクを除く） 

図 4 の頂点はその位置に対応して三つのタイプに分類

される．タイプ 1 は図 4 の中心に位置する頂点で図 4 で

は○で表されている．タイプ 2 はレコードのフィールド

数を有限に抑えるために導入されるダミー頂点で図４で

は□で表される．タイプ 3 は矩形分割（図 3）のセル間

の境界に位置する頂点で図 4 では◇で表される．タイプ

3 はさらに 3A(水平の一文字),3B(垂直の一文字),3C(T

型),3D(逆 T 型),3E(右回転の T 型),3F(左回転の T

型)3G(十字型)の 7 つに分類される． 

図 4 の各頂点は H12 コードの中では単一のレコードに

より表現される．以下の図では図 4 の各頂点に対応する

H12 コードのレコードフィールドの概念図を示す．  

 

 
 

図 5 図 4 の頂点 R に対する H12 コードのレコードフィ

ールドの概念図 

4. 応用 
 H12 コードを応用したシステムとして以下のプログラ

ムが構想されている．  

 H7 コードから H12 コードへの変換プログラム 

 入力：2 次元画像を表現する H7 コードリスト． 

 出力：対応する H12 コードリスト． 

 地形図の尾根線抽出プログラム 

 入力：地形図を表現する H12 コードリスト． 

 出力：尾根線に色のついた H12 コードリスト． 

 CGのためのエッジ抽出プログラム 

 入力：画像を表現する H12 コードリスト． 

 出力：エッジに色のついた H12 コードリスト． 

 地形図の流域抽出プログラム 

 入力：地形を表現する H12 コードリスト． 

 出力：流域に色のついた H12 コードリスト． 
 

5. まとめ 
本論文では，octgrid を使って表現された不均一型矩形

分割から得られる三角形分割を表現するために，効果的

なデータフォーマットを提案した．地形図や CG 画像の

ような人工的に生成されるものは，しばしば罫線指向型

処理のための矩形分割で構成されている．従って，罫線

指向型矩形分割の三角形分割はとても有用である． 

我々が本論文で提案したデータフォーマット(H12 コ

ード)は，罫線指向型矩形分割から得られる三角形分割

のみを考えているから，シンプルなものであり，かつ処

理のための計算時間を低く抑える可能性を秘めている．  
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